
　１０月２８日、台風が心配されましたがほとんど雨が降ることはなく「磯子区制９０周年事業　

すぎたから♡つな５　いぶきまつり２０１７」が開催されました。

　「すぎたから♡つな５」とは、杉田５丁目にある４つの大規模施設が行うイベントを同日開催し、

それぞれの施設への来場者の相互参加と効果的な地域交流を目的として、今回で５回目となりまし

た。

　区内外の福祉関係団体をはじめ、民間企業も出店した模擬店や、近隣の養護・特別支援学校や地

域福祉関係団体の展示品が並ぶ建物内には人がたっくさん！

　恒例の大抽選会やスタンプラリーも好評で終えることが出来ました。

このお祭りの実施にあたり、出演、出店してくださった皆様等ご協力い

ただいたすべての皆様、ご来場くださった皆様に、感謝申し上げます。

　既に来年度の開催日は、１０月２０日（土）に決定！今年以上の盛り

上がりをご期待ください！

職員のひとりごと
　先月、主人が半年ぶりに佐賀へ帰省しました。83歳の母は日頃ほとんど

自炊していません。そんな母が息子の為にがめ煮（筑前煮）を作って待って

いたそうです。

　「親にしてあげることが親孝行」と思っていたけれど、反対に「親にしてもらうことも親孝行」

かも・・・・。と最近思えるようになりました。

　そして私は喜んでもらいたくて、せっせと一人暮らしの娘へ送る荷造りをしているのでした。

（日中活動支援担当　齋藤真由美）

職員の異動・入退職

 異動：10/1付　首藤一暁　（太陽の家→いぶき）

 入職：（いぶき） 10/24付 根岸真里奈 12/1付 林田瑛璃香

 　　　（いぶきの家） 1/9付 花山美佐子

 退職：（いぶきの家） 9/30付 立ケ谷千晴 10/31付 佐々真由美

 　　　（いぶき） 10/31付 塚原裕子 11/30付 織田朋子
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　いぶきだよりをお読みくださっているすべての皆様、あけましておめでとうございます。

　今年は2018年、戌年です。犬は人間の傍らで仲良く暮らしてきた歴史があります。また、

近年の障害者との関係では、盲導犬、聴導犬、介助犬等障害者のサポートをしてくれたり、

災害・警察等の補助犬としても沢山の犬が活躍しております。更に老人ホーム等では入居者

さんとのコミュニケーション役も果たしていたり、長期入院を必要

とする子供たちの入院棟で遊び相手となり、大いに役立って人間に

愛される存在です。

　この頃は、世界各地で戦争状態になったり大災害が起こったりし

て、犬に助けられたり、また、家族と離れて避難を余儀なくされた

りしているニュース等がよくテレビで紹介されています。

　今年こそ暗い話題ではなく、ハッピーライフの仲間として楽しい話題が沢山紹介される穏

やかな年であることを祈っています。

　さて、私共光友会は、昨年創設40周年を迎えました。今まで大変お世話になってきた沢

山の方々と共に記念式典を致しましたが、今後の我が国における福祉施策は、益々厳しい方

向へ流れが変化していくと思っています。障害当事者をはじめ、ご家族、

関係者、また私達支援者の組織等、一丸となって、その流れを止めていく

必要を強く感じています。何卒皆様、手を携えてご一緒に頑張りましょう。

　最後になりますが、皆様の今年のご健康と御多幸を心から祈念し、新年

の御挨拶とさせていただきます。



　昨年10月、11月に小田小学校と梅林小学校の４年生を対象に福祉体験教室を行ないました。車

椅子の使い方や白杖を使って階段の昇り降りの体験の他、館内見学、気持ちについての紙芝居「２色

の気持ち」の読み聞かせをしました。

　車椅子を触ったことがあるお子さんはいましたが、白杖は初めてのお子さんばかりだったので「怖

かった」「ガイドさんの大切さが分かった」など様々な感想が出てきました。

　半日という短い時間ではありましたが、この福祉体験教室が４年生の皆さんの

心に残る経験のひとつになれば嬉しく思います。

午前・午後 光る結晶を作ろう

１日外出 ランドマークタワーにスカイクライミングをしに行こう！

夜余暇活動 夜景にうっとり！夜の横浜満喫ツアー！

１日外出 大きなホールに吹奏楽を聴きに行こう！

午前・午後 動くスライムを作ろう！

午前・午後 焼き立てパンとジャムを作ろう！

１日外出 レストランで食事＆リネツ金沢でプール遊びをしよう！

１日外出 いすゞプラザに行こう！

ピンク色の気持ちと灰色の気持ち。

誰でも両方持っていてあたりまえ。

どうしたらピンク色の気持ちが多く

なるのかな。

　日程等の詳しい内容につきましては、随時、学校・通所先でのお便りやいぶきホームペー

ジでお知らせいたします。
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